
支
庁
制
度
改
革 

 

自
民
党
内
の
支
庁
制
度
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
議

論
を
重
ね
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
後
志
支
庁
は
総
合
振
興
局

と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
確
実
と
な
り
昨
年
の
三
定
で
の
徹
夜

議
会
で
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
管
内
町
村
長
さ
ん

を
始
め
各
界
の
皆
様
の
熱
心
な
要
請
活
動
が
実
を
結
び
決
定
に

胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
、
し
か
し
地
方
四
団
体
と
の
折
り
合

い
が
付
か
ず
本
年
第
一
定
例
会
で
修
正
案
が
示
さ
れ
決
着
を
見

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
今
後
行
政
改
革
は
確
実
に
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
後
志
の
発
展
振
興
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ

う
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
参
り
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
と
環
境
問
題 

一
般
質
問
、
委
員
会
等
ず
い
ぶ
ん
と
議
論
し
て
き
ま
し
た
、 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ふ
る
さ
と
後
志 

道
民
生
活
や
経
済
産
業
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
北
海
道
開
拓
と
共
に
茅
沼
炭
鉱
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
源
と
し
て
北
海
道
発
展
の
一
翼
を
担
い
、
本
年
１
２

月
に
は
泊
発
電
所
３
号
機
が
営
業
運
転
さ
れ
る
予
定
で
そ
の

他
、
京
極
町
に
於
い
て
は
揚
水
発
電
所
が
建
設
中
で
あ
り
、

ニ
セ
コ
町
、
蘭
越
町
に
は
小
規
模
水
力
発
電
が
存
在
す
る
、 

特
に
泊
発
電
所
は
北
海
道
の
電
力
の
約
４
割
を
供
給
す
る

こ
と
と
な
る
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
よ
り
大
議
論
が
さ

れ
、
様
々
な
場
で
質
問
を
し
て
き
ま
し
た
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

計
画
は
地
元
町
村
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
安
全
と
安
心
、

速
や
か
な
情
報
の
開
示
を
大
前
提
と
し
地
域
振
興
が
計
ら
れ

る
こ
と
と
し
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
二
つ
の
交

付
金
が
岩
宇
四
か
町
村
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
道
単
独

事
業
の
特
定
周
辺
補
助
事
業
、
毎
年
四
か
町
村
で
１
億
円
が
、 

 

補
助
事
業
か
ら
交
付
金
と
な
り
使
途
に
幅
が
広
げ
ら
れ
る

と
共
に
２
億
８
千
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。
又
、
プ
ル
サ
ー
マ

ル
計
画
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
が

道
に
総
額
６
０
億
円
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
使
途
に
つ
い

て
は
、
５
月
に
道
と
の
協
議
が
始
ま
り
立
地
地
域
の
振
興
施

策
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
今
後
執
行
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
し
た
協
議
が
望
ま
れ
る
、
一
方
北
海
道
電
力
の
万
全
な

安
全
対
策
と
遅
滞
な
い
事
業
推
進
更
に
、
地
域
と
の
共
生
に

期
待
し
た
い
。 
 

 

環
境
政
策
に
関
す
る
制
度
実
施
の
確
認
と
条
例
制
定
、北
海

道
の
森
林
が
も
た
ら
す
価
値
は
年
間
１
１
兆
１
千
億
円
と
試

算
さ
れ
て
い
る
、二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
森
林
整
備

の
促
進
、一
時
後
志
の
整
備
予
算
が
減
少
し
た
が
後
志
の
豊

か
な
自
然
を
守
り
環
境
へ
の
対
応
と
緑
の
雇
用
政
策
が
計
ら

れ
予
算
は
上
向
き
傾
向
と
な
っ
て
き
た
。 

農
業
振
興 

 

二
期
目
当
選
し
常
任
委
員
会
は
農
政
委
員
理
事
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
、二
期
生
の
自
民
党
枠
は
１
議
席
の
み
、

人
気
の
高
い
委
員
会
で
あ
り
、そ
れ
だ
け
に
各
地
か
ら
の
要

望
が
多
い
委
員
会
で
あ
る
と
認
識
致
し
ま
し
た
。
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
、今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
相
馬 

暁
先

生
と
の
対
談
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
は
農
業
「
２
０
２
０
年

農
業
が
輝
く
」
と
、
し
か
し
農
業
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
道

議
会
議
員
は
少
な
い
、
村
田
君
し
っ
か
り
頼
む
よ
と
病
床
に

有
り
な
が
ら
先
生
の
言
葉
は
重
い
。
農
業
に
対
す
る
情
熱
に

敬
服
い
た
し
ま
す
。 

近
年
は
食
の
偽
装
事
件
な
ど
食
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る

問
題
を
は
じ
め
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
国
際
農
業
交
渉
の
活
発
化
、

配
合
飼
料
、
肥
料
、
燃
油
と
い
っ
た
農
業
生
産
資
材
の
価
格

高
騰
問
題
、
さ
ら
に
は
国
の
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
へ
の
対
応
な
ど
ま
さ
に
本
道
農
業
・
農
村
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
問
題
が
次
々
と
持
ち
上
が
り
、
生
産
現
場
の

声
を
し
っ
か
り
聞
き
対
応
が
急
が
れ
る
、
管
内
も
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
等
の
基
盤
整
備
の
要
望
が
多
く
な
っ
て
き
て
お

り
、引
き
続
き
農
家
負
担
軽
減
対
策
と
し
て
平
成
２
３
年
以

降
の
事
業
継
続
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

  

 

 

初
当
選
以
来
六
年
、
道
議
会
活
動
を
か
え
り
み
て
！ 

二
期
目
の
総
仕
上
げ
、
折
り
返
し
に
向
か
い
、
更
な
る
挑
戦
。 

 
 

 
 

 
 

 

国と道の経済対策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元から知事へ支庁存続要請 

ニシン稚魚放流 

                                            

 

初
当
選
し
最
初
の
一
般
質
問
が
水
産
振
興
の
課
題 

生
産
目
標
、
ト
ド
対
策
、
漁
港
・
漁
場
整
備
、
密
漁
対
策
な

ど
質
問
、
翌
月
に
は
質
問
を
受
け
道
庁
内
に
「
密
漁
対
策
検
討

チ
ー
ム
」
が
立
ち
上
が
る
、
全
道
組
合
長
会
議
等
の
要
望
が
強

か
っ
た
漁
業
法
改
正
に
よ
る
密
漁
の
罰
則
規
定
が
強
化
さ
れ
罰

金
１
０
万
円
以
下
か
ら
２
０
０
万
円
以
下
に
懲
役
六
ヶ
月
以
下

が
２
年
以
下
と
さ
れ
た
。
ト
ド
対
策
は
強
化
網
の
補
助
は
継
続

さ
れ
て
い
る
が
、
刺
し
網
に
つ
い
て
は
研
究
途
中
、
ま
だ
ま
だ

助
成
の
あ
り
方
や
手
法
に
課
題
が
多
い
、
対
策
が
急
が
れ
る
。 

昨
年
よ
り
神
恵
内
村
、
泊
村
、
岩
内
町
、
寿
都
町
四
町
村
と

漁
業
者
の
強
い
要
望
が
あ
り
後
志
以
南
に
お
い
て
も
ニ
シ
ン
稚

魚
の
放
流
３
０
万
尾
が
行
わ
れ
、
３
年
間
の
放
流
と
そ
の
後
３

年
生
態
調
査
を
行
い
ニ
シ
ン
の
増
大
を
図
る
こ
と
と
し
た
、
後

志
支
庁
、
道
水
産
部
の
取
り
組
み
に
感
謝
を
し
、
日
本
海
漁
業

振
興
の
大
き
な
前
進
と
考
え
る
、
今
後
は
、
藻
場
造
成
整
備
、

磯
焼
け
対
策
の
事
業
実
施
を
進
め
る
。 

医
療
・
福
祉
の
充
実
、 

 

国
の
緊
急
的
臨
時
的
医
師
派
遣
シ
ス
テ
ム
の
施
行
に
伴
い
岩

内
協
会
病
院
の
医
師
対
策
で
全
国
社
会
保
険
協
会
連
合
会
に
医

師
派
遣
の
延
長
要
請
に
道
及
び
岩
内
町
長
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

当
面
の
処
置
と
し
て
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
医
師
派
遣
は
臨

時
措
置
で
抜
本
的
改
革
に
な
ら
な
い
こ
と
、
二
次
医
療
圏
の
基

幹
病
院
は
倶
知
安
厚
生
病
院
に
於
い
て
も
同
様
で
広
域
的
医
療

シ
ス
テ
ム
と
国
に
よ
る
医
師
の
増
員
対
策
が
急
務
、
国
の
経
済

緊
急
対
策
の
２
１
年
度
補
正
予
算
に
医
療
・
福
祉
を
中
心
と
し

た
基
金
造
成
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
制
度
に
採
択
さ

れ
る
計
画
を
し
っ
か
り
と
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
地
域
の
実

情
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
北
海
道
、
後
志
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
、
新
幹

線
の
札
幌
延
伸
、
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
て
こ
な
い
余
市
・
黒
松

内
間
の
高
速
道
路
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
更
な

る
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
後
志
開
発
期
成
会
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
農
山
村
・

造
林
・
治
山
・
道
路
・
河
川
・
漁
港
・
港
湾
・
海
岸
・
漁
場
整

備
等
、
多
数
の
要
請
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
国
の
経
済
対
策
も

あ
り
小
樽
土
木
現
業
所
管
内
に
つ
い
て
は
前
年
よ
り
事
業
予
算

が
大
き
く
伸
び
る
予
定
で
あ
り
、
来
週
か
ら
の
定
例
会
で
可
決

予
定
で
あ
り
ま
す
、
所
に
よ
っ
て
は
今
後
の
事
業
計
画
の
円
滑

な
進
み
を
確
保
す
る
た
め
大
き
く
伸
び
る
所
も
予
想
し
て
お
り

ま
す
、
い
ず
れ
に
し
て
も
自
然
豊
か
な
後
志
の
公
共
整
備
が
確

実
に
進
め
ら
れ
、
後
世
に
つ
な
ぎ
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

H20/8/29 安全安心のための緊急総合対策 

国費1.8兆円  事業費 11.5兆円 

H20/10/30生活対策 国費5兆円  事業費26.9兆円 

 H20/12/12 生活防衛のための緊急対策 

財政上の対応   10兆円 内6兆は生活対策 

金融面での対応  33兆円 

H21/4/10 

経済危機対策 国費 15.4兆円 事業費 53.8兆円 

10/16 20年度一次補正 1.8 兆円 

北海道 10/30  緊急総合対策 

補正予算規模  151兆円 

H21/1/27 H20二次補正予算 4.8兆円 

H21年度当初予算の中で対応 

北海道 2/18 追加緊急総合対策 

補正予算規模  733億円 

4/29 21年度補正予算 13.9 兆円 

北海道 4/9 第３次緊急総合対策 

二次補正予算規模 1088億円 

   総額2000億円 

             

     

 

 

私は、衆議院議員候補

となる宮本 融さんを支

援いたします。 
 

高橋はるみ知事の後輩

であり、行政にもあかるく、

気さくな人柄、若さと行動

力は抜群、後志の即戦力と

なること間違いなし。皆様

のご支援を宜しくお願い致

します。 

 

「
愚
公
山
を
移
す
」
の
た
と
え
の
ご
と
く
！ 

 

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
関
連
し
、
電
力
移
出
県
等
交
付
金

に
つ
い
て
最
初
の
質
問
か
ら
５
年
が
経
過
し
こ
れ
ま
で
幾
度

と
な
く
エ
ネ
庁
、
永
田
町
と
通
い
多
く
の
国
会
議
員
の
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
昨
年
経
済
産
業
副
大
臣
と
な
っ
た
、
北

海
道
第
２
区
の
衆
議
院
議
員
吉
川 

貴
盛
代
議
士
に
は
特
段

の
計
ら
い
を
い
た
だ
き
平
成
二
十
二
年
か
ら
北
海
道
に
９
億

円
が
毎
年
交
付
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
、
原
発
立
地
点
に
配

慮
し
た
使
途
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
は
道
の
裁
量
に
よ
る
他

地
域
へ
の
事
業
予
算
と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

又
、
北
海
道
電
力
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
装
荷
が
遅
れ
る
可
能
性
も

あ
り
交
付
の
前
倒
し
を
国
に
要
請
し
て
参
り
ま
す
、
多
く
の

方
々
と
一
致
協
力
し
て
目
的
を
持
ち
、
じ
っ
く
り
と
取
り
組

む
こ
と
も
必
要
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 


